
災害と法：複合災害から私たちは
何を学ぶことができるか？

テキストを入力してください

司会： ﾁ ｬ ｰ ﾙ ｽ ﾞ ･ ﾜ ｲ ｾ ﾙ ﾍ ﾞ ﾙ ｸ ﾞ
　　　(ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ﾊﾞｰｸﾚｰ校・ ｼｮｰｻﾄｰ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・ｱｿｼｴｲﾄ・ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ） 
　　　　村山眞維（明治大学・国際連携副本部長）
講演予定

「福島第１原子力発電所事故の教訓と今後の安全規制の課題」城山英明 （東京大学）

「ＥＵにおける緊急避難措置」      　ﾃﾞｨﾐﾄﾘ･ｳﾞｫﾝｵｰｳﾞｪﾙﾍﾞｰｸﾞ（ﾙｰﾊﾞﾝ大学）
「被災地再建に関わる諸問題」           ｼﾞｪﾗﾙﾃﾞｨﾝ･ﾍﾙﾏﾝ（ﾁﾘ・ﾃﾞｨｴｺﾞﾎﾟﾙﾀ-ﾚｽ大学）

　　　　　　　　　　　                         ﾌｧｼﾞｬｰﾙ･ﾄｩｰﾌｧｲﾙ（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ国立科学研究所） 　
　　　　　　　　　　　　　　   　    ｸ ﾘ ｯ ﾃ ｨ ｱ ﾎ ﾟ - ﾝ ･ ｳ ｫ ﾝ ｻ （ ﾁ ｪ ﾝ ﾏ ｲ大学 )

「カタリナ災害と弁護士の活動」      ﾗ ｲ ﾘ ｰ・ﾓｰ ｽ（ﾐｼ ｼ ｲ ﾋ ﾟ-司法センタ-）

「大規模被害と法的賠償」                 ｴ ﾘ ｯ ｸ ･ ﾌ ｪ ﾙ ﾄ ﾞ ﾏ ﾝ（ﾍ ﾟ ﾝ ｼ ﾙ ｳ ﾞ ｧ ﾆ ｱ大学）
「予想を超えた出来事？災害リスクを意思決定にいかに組み込むか」 

                 　　　　　　　　　　  ﾀﾞﾆｴﾙ･ﾌｧｰﾊﾞｰ （ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ﾊﾞｰｸﾚｰ校）

お問合わせ　明治大学国際連携部　国際連携事務室   TEL: 03-3296-4190   mail　ico@mics.meiji.ac.jp

日時　2012年3月7日（水）　14:00-18:00 （開場13:30）　　　
会場　明治大学駿河台キャンパス    　主催　明治大学　国際連携本部 

                 紫紺館4階（S5,6,7会議室）　          　 共催　  明治大学　研究・知財戦略機構 「震災復興支援・防災研究プロジェクト」　　　                

言語　日本語・英語（同時通訳付）　　　　　　　　　   ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大学ﾊﾞｰｸﾚｰ校･ﾛｰｽｸｰﾙ  ｼｮｰｻﾄｰ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

参加費無料・定員80名・事前申込不要　　　　　助成     国際交流基金　日米センター

            企画　法と社会科学研究所（ILSS）

ILSS

明治大学国際連携本部主催　国際シンポジウム

2011年3月11日に起こった東日本大震災はこれまでにない大きな被害を日本にもたらしました。また、放射能汚染は海外に

も影響を及ぼしています。しかし、こうした大規模な災害は日本だけでなく、世界各地でもこれまでに発生してきまし

た。グローバル・コミュニティーに生きる私たちは、お互いの経験から学び、被害の予防や減殺に役立てることができるはず

です。この国際シンポジウムでは、日米欧と東南アジアの研究者が、それぞれの国における経験を持ちより、被害を発生・拡

大しないようにするために何ができるか、回復・再建の過程で生じる問題をどう克服できるのかについて話し合います。
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